ハンドマイク演説原稿例　  １月16日政策宣伝センター

おはようございます。（こんにちは）日本共産党です。

ただいまからこの場所をお借りして、日本共産党から訴えをさせていただきますので、よろしくお願いします。
昨年の総選挙では、国民の審判で自公政権を退場させました。肝炎患者の「命の叫び」が国会を動かし、すべての肝炎患者の救済をめざす「肝炎基本法」が成立し、被爆者を救済する法律も成立するなど、大きな変化がありました。

いま、戦後最悪と言われる不況のもとで、雇用と中小企業の経営危機は本当に深刻です。日本共産党は、雇用と中小企業対策の問題でも鳩山首相と会談し、緊急の支援策を申し入れました。働く人々の給料が減る一方で、大企業は２００兆円も内部留保を増やしました。　　　日本共産党は内部留保の一部を、雇用や中小企業、社会に還元させる政策への転換を求めています。具体的には労働者派遣法の抜本改正、「サービス残業」の根絶、最低賃金の引き上げなどです。大企業に社会的責任を果たさせる「ルールある経済社会」でこそ、経済を内需主導の健全な回復・発展の軌道にのせることができます。

年齢で医療を差別する後期高齢者医療制度について民主党は、選挙のときには「廃止のためにも政権交代が必要だ」と言っておきながら、選挙が終わると“新たな「高齢者医療制度」をつくるまで、廃止しない”と言い始めました。今の制度を続ければ、被害は広がり、保険料は天井知らずに、２年ごとに値上げされます。公約通りいますぐ廃止させるために力を合わせようではありませんか。

沖縄の米軍基地の問題は、「世界一危険な普天間基地はすぐに撤去してほしい」「辺野古への新基地建設と県内移設には絶対反対』」というのが沖縄県民の総意です。普天間にいる米軍は日本を守るのが目的でなく、海外に殴り込みをかける海兵隊です。日本の安全にとって、何の役にも立ちません。民主党は無条件に撤去せよという立場でアメリカと交渉するのが当然ではないでしょうか。

民主党の小沢幹事長は、西松建設の違法献金、土地取引疑惑、新生党・自由党の解党時の政党助成金の処理問題など重大な「政治とカネ」にかかわる疑惑があります。小沢氏の秘書を務めた国会議員も逮捕されました。民主党は政党として、自浄能力を発揮し、きちんと党として実態を調査し、国民に明らかにすべきです。
日本共産党は、新しい政治を前に進めるため、「建設的野党」として全力をつくしています。今年夏に行われる参議院選挙では、日本共産党をぜひ大きくしてください。比例代表選挙では日本共産党を、愛知選挙区ではもとむら伸子に大きなご支援をよろしくお願いします。

この機会に日本共産党の「しんぶん赤旗」をぜひご購読いただきますようお願いしまして、街頭からのお願いを終わらせていただきます。ご協力ありがとうございました。
